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日＼VarrcnH. Hausman, (ed.), Managing eco仰 m似；

U devclop111の1/ in Africfl, Cnmbridgc, Mass., :1 
ll M. I. T. Press, L9Ga, 2531】・包

本；！？？土， 1962.fp8月，，，1i), i何フランスのエピアンでIJfl

｛即された M.I. T.アフりカ川凶作別研究nによるアフ

リ-JJ続許IJ日発会1誕の研究成果を M.I. T.の WarrenH. 

Haus.nanがとりまとめたものである。これらの特別研

究只は，マサチューセッツ工科大学，ハーバード大学，

そしてエール大学などの研究f.'n:.?vf. T. T.アフリカ特

別研究；l'ii切に法づきアフり力の新興訪問に派泣きれ，中

央官1'r＇ゃ続出 Im尭関係機関で約 1年から 2年にわたり，

尖｜祭の経済IJ目先行政にとりくんだ人たちである。

221Mの報告が収録され，経済りH~f;-1-聞の立案，労｛内力

お J：び資本；；／，i＇~，間内資本；U日述と外岡探日JJ，経杭l}fl発の

rl:t:11的n1m,iなどをとりあげ，さらにアフリカ；出凶にあfず

るアメリカの経済段助の役；1/iJ：亡、－~r及 i..., mumの所ギ＼：を

指柄L，その対策を具体的に提案している。只ー体的引例

としては，ナイジェりアに閃述したものが多い。（！対根）

n ferrinndo Zomora, Laρla11eacion cco11omica en n 
II Mexico,・ lcoria y plactica, .Mexi~o, Fondo de !/ 
ll Cultura E巳on6mica,1962, 165p. Ll 

著者は現在メキシコ国立大学経済学部教授であり，同

時代の人ベ・とともに「5JJ[しい間近り Jに参加し，その過

程かつぶさに観察してきた。

本江？では々の経験に基づき，従来の経済IJl・He計Ifillに反

省を加え，新しいそれはいかにあるべきかを問題として

いる。メキシコはラテン・アメリカ諸国の先陣をまって

1910年に：.；...進的な本命ι立ち上がり，外fit!資本の支配と

封辿n<.i生産［刻係の打破にft予したが，当初jのドli~:ti:"~LWl

せぬ古ま今円に荊り，いまなお幾多の後進的要素にまと

わりつかれている。

判明・はこの｜刊にいま ζそ析しい続的問先lh山iが打ちill

てられるニとの必裂をおき，先進諸問における／il・R日や経

前学者（！昨（ζLeonticvや Tinbergen）の論じてさ・た瑚！
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。：向を分折L，ニの1-1,1の史的に関係づけてそれらを適用し

ようとしている。

さらに，；汁111,j の実行（·；：－.~~~ I，て昨：！？となる，このtilの経

済・政治・思泡！などの．市矛日・を摘出し，それらによって

ii：.－~·る因知，｜限界を見 3・わめ， f先進性経済からの脱皮，

そしてこの問に判1有な lasinjus1icias socialcs tどなくす

手l廷をよLいださねばならぬことを強調している。（山!TI)

H Louis J. Walirn)ky, Theρfα，ming and e.tecu-n 
H tion of economic development; a 11011teclmicnl U 
"guide forρolicy malicrs and admiuislmtors, U 
U New York, McC.rnw-Hill, 1963, 248p. 日

経済開発計画の立案・：~胞について政策立集者・施行

者のために古かれた慨説，！？。 ml1ftSr;}＼·商u，白’~2 部「尖

施J,f-l’I3部！．拠隠的HIJ也J，ならびに統計・資料を収めた

・HJJの'1/iJl分に分か；h,-(1,、る。第l-iaiでは， t主演開発一

般のHU！国，，iii・E作成段限］の設IL•~，側発日 t~！・戦時の選定，

Wr在能）Jの評価，成長El艇の設定，資源開発・投資日阪

の設定，経済政策の策定，計画家の掠以などの項目につ

いて具体的方策を示している。 m2 iit~では開発号l·ii!ii；足縮

kの問題を扱う 0 ~十i現実施機関の：0；味と活動純四，プロ

ツェクトの実施，部門別計四の実胞，経済政策の突施，

年！日HH悶の作成，計画の修正，計四遂行の管1mと調整~s~

がとりあげられている。節3部は，さら：亡具体的に，行

政改革，公企業経営の改苔，工；駐日目指焼肉の創設，出来

金融の改善，投it法の立~~，技術援劫の利用，外国資本

援－肪の利用を左りあげている。

イ、j・Jiには，低！｝日発凶の./J;i私的経済統計データ，アメリ

カ，自由・lit界，｜羽際機関，共波間の対低開発WI媛助の統

計段字合収録。 ~（.？者はピルマでUHJc ；；「（l同 )j並行合援助した
経験をもち， Economicdevcl砂川c11tin Burma, 1951・

19(i0, 1962を著した。 〈中村〉

n V. K. R. V. Rao, Dharm Narain, Foreign aid;・ 
il and lndi,a's economic davelo仰のtl, Bombay, !; 
江八日iaPublishing Hou:-e, 1963, 11 lp. U 
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Institute of Economic Growthの所長であり，広く同

辿その他の嗣除機関で活蹴している Dr.Raoおよび

Research Fellowの Dr.Narainが，ユネスコの要請に

もとっ・いて古いた同研究所のモノグラフ・シリーズの一

つ。後退閣の経前売践に外国援助がおよぽす膨轡につい

ては，今日多〈の関心が！／;fせられているが，本告は公式

な報告訂以外の，その凶iでのインドに閲する最初の総指

的な研究主？といえるであろう。

内容の椛成は， ~n 帝都 11火およびt(J 2次5カ年計

四j切における外岡援助の性椛と規艇の夏、ita,w 2 i';r 援

助を受け入れるための手続きおよびその機関，加3:i立

援助の影辞， t(t4 j;l 援助がもたらす問題，第51;-i: 結

論〈ここでは今後の具体的な改普慌を提示〉，ニピロー

ク．。

本出の特徴の一つは，著者が国外からの粍前援助の意

義を重視しながらもs それが今日のインド問家建設の主

体性をそとなうものではないと主張している点である。

〈今井〉

[: Joseph La.Pnlombara (eel)., Bureaucracy and n 
H political developme叫 Princeton,N. J., Prin-fj 
!j ceton Univ. Press, l!渇3,487p. ti 

フォ｝ド財団の補助金を受けて社会科学調査協調会の

比般政治学委只会が行なった「政治的発展研究シリーズJ

の第2巻。制者はミシ-Jiン州立大学の政治学の教技で，

特にこのテーマの'iJl-攻者であり，高jι1:1には，著名な学者

12人の手になる13の論文が収められている。

同委員会は戦後特？と新興諸国家の政治，経済，教育，

社会の而における変動と発展の上に，大きな影響力を有

する勢力のーっとして政府なかんずく官僚制をとらえ．

1962年1月29日～2月1日，カリフォルニアHIスタンフ

ォードの行動科学研究センター（Centerfor Advanced 

Study in the Behavioral Sciences）で，本主｝の際題と

同名の研究会を開いたが，本部は，その結果をまとめた

ものである。

本書の内容は，前半のJ!!!論的・歴史的側ifiiからの考察

の部分と後半の突1車両からの倹討の部分とに大別される

が，そのうち，特にア Uア，アフリカ諮問についての災

践的考察としては，ナイクエリアについての J.D. Kin-

gsly （フォード財問，西アフリカ駐在員〉，ベトヲ：ムにつ

いての J.T. Dorsey, Jr. （グアンダーピJレト大学準教

授〉，パキスタンについての R.Braibanti （デ』ーク大学

教授〉の 3論文があるG

114 

なお，本シリーズの t(~ l巻は， Communicationsand 

ρolitical developmentであり，以下， Politicaldr.vtdo/1-

men! in Turkey a11d Juf,rm, Education andρolitical 

devcloρment, Political parties andρolitica/ develo/1mcnt 

などを刊行の予定。 〈林〉

Ii Myron Weiner, The ρolitics of scarcity；ρttblic n 
!iρ，yessure andρolitica/ resρonse in India, Bom-Ji 
むbay,Asia Pub. House, 1963, 15, 27Ip. う

独立後のイン j.tは政治の近代化と経済開発の過程にお

いて種々の分裂的袈困にu'.i:miし，国民的統ーと政治的指

導力の必要がさけばれている。 MyronWeiner （マサチ

ューセッツヱ干！大学政治学助教段）は本計でこの分裂l'l{_J

要因の本Tiを各植の利tn~m同の特殊的要求の政治的組織

化としてとらえ，それがインドの民主的政治制度の先述

のなかでいかなる行動隊式と機能をもっているかを具体

的事例に基づいて考第している。

若者はイン！との和利ti主m同を京教，カースト，官話・

文化，極肢の各コミ aニヅーィーの組織，労働組合，実治

家組織〈特にi出来会議所），学生巡助組織に分＊iし，おの

おのの歴史的発股過程，組織化のJ忠良－と性佑，要求の内

容と手段について，政党活動および政府の政策との1対辿

において詳細に論じている。

さらにこれらの利説集Miの吏求と政府および行政官僚

との相互作用を考察して， 11J者聞のコミュニケーシ討ン

の政問と行政機榊の欠陥，その結県として大栄五li肋に.t

る圧力が用いられる一般的な傾向を指摘する。そして1持
者・は現代インドの政治を，あらゆる利議集団が自らの発

展のために政治的権力を利用しようとする政治の現実と

民キ．的政治の思想との対比において考察しているが，諸

制益柴田の嬰求のもたらす政治的・社会的緊張の訟原的

な側面をみとめ，必ずしも政治の近代化と経済発展を阻

害するものでないとし，それを制御し民主主義の発述の

過程に吸収する方策を示唆している。 〈浜口〉

ri William C. John邑tone,nurmfl’s forcig11ρolicy; H 
11 a st的 印 1/Clt川 n, Cambric¥恥 M脳内l
.J Harvard University Press, 1963, 339p・

ピルマは1948{p独立以来，－t'tして非同IBLの以JllH乙も

左づく中立主義を外交のt&訓としてきた。ジョンズ・ホ

プキンズ大学で国際関係論を講じている著者は，本；＇~に

おいてピルマを小問中立主主誌の典型としてとらえ，その
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外交政策本’検川Lてい為。そしてピJレマのij,}-{r. 1 J 111司大

限と凶境を岐しているという地理的j）.！閃もあって，“Big

Brother is ¥Vntching You！”という古都を引用して，

1'：の中立主；琵を:Ctくことが市災上不吋能であるニとな強

i測している。

内容は大体三つの；＇（ j｛分からなりたっているりおrnの部

分は，連ltl'I：後m.犯に計る14年間企，特徴的な三つのII抑制

にわけて，外交政筑の舵史的側同iをえがき， ui2の部分

では，中凶との関係および！”述におけるピルマの役：刊に

ついて述べ．釘；3 の部分で，これまでのピルマのrfi］~：主

義政策をi；命じ，若者自身の中立主：誌に対する批判的な見

解か明らかにしている。

巻末には，中｜羽・ピJレマ！HJの倒境条約および不可位糸

約， Natio11紙（195711毛3月2口）からの転ll武で，ウ・

ロ・ヨンによる“Ahard look at i¥th-. Tender”と起す

るウ・ヌー論，今次本命政府発去の rピJレマ社会主義へ

の泊』などを収録。 （渡辺）

fl Hicha『dDutwcll, U N“of B1附 Mσ，Sim’for
'l Calif., Star】fordUnivcri-;ity Press, 1963, :m1 p. U 

本・i'.fは，独立後14年H:Jの"t.＇）レマをJ行棺Lてきた政治的

エリートとじてのツ・ヌーを許制し，その伝ぷをたどり

ながら， l－：：勺レマのl主治lW;i告のアウトラインマピえがいてい

る。

著者は，ウ・ヌーが1958{f-の第1次ネ・ウィン・クーデ

ターで政界から離れていたときピルマに百！？干Eし（1959～

60年），ウ・ヌー自身や他の iウレマm諒者たちと伺人的に

接触する機会を得た。 :.t,:i！｝はそれによって得た知識合も

とに；脅かれたものである。

内容は大企く四つに分かれる。 Iは“Preludeto Pro-

minence＂と！凶されて，一文学 11f年が剛氏地Jていう政治

官1!>1から新しいタイプのリーダーにつくりあげられてい

く過程女えがき，目では“TheMan and His Belit:!fs” 

としてかれの仏教信仰や政治的信条が述べられているo

mの“PremierNu”は首相としての地位にあったrnii,;rm

に1(1；而したさまざまなi問題について，かれがいかに対処

してきたかを詳細に分析しているo IVでは， "End of an 

Era”去なって 19581［ミクーデターをめぐる路サ吋/iが角予切

さオもている。

者岩はイリノイ大学の政治学助教t:t・f,1iiFlf-t乙South・

cast Asia today and tomorrow, Southeast Asia among 

the world powers （共著）がある。 〈渡辺〉

iん……ioual…de附ρing societies; a study of educational and Y 
social factors in relations to economic growth, i 
London, Ta¥'ii-;toじ！、 Publicutions, 19G九， 183p.9

「低1；日発社会は，文字どおり低開発社会であって.1!i 

に持.mのみ立1:.,1J1れているのではないJCH；文）。…「今

日侃J;日発諸l必の研究は，その政治均・社会的とりわけ経

抗的側耐iにn－寄りすぎているきらいがある。このニとに

大いに以WJを持った店主貯が， 「;t,i金よりも大切なのは人

！別である J という fiiHJMこ法づいて，教Tfの側J(lj ／；•ら，低

1m発諸問のIHH出にとりくんでいる。

＊：／~は低！庁JJc諸問における教育η：J!際についての本で

はなく， これらの国々における数百の・・・般的ありhーを論

じ，続済成長が：taこる以11ifに人IHJのHU地

才t,(;J:iぷらないこと毛ピ強l白問しているo

l付ヲヤは教育に主限定inきながらも，工設やtJ:'Jj，政治

的側j(1iからもアプローチしているー有者はハーバード大

学の Centerfor Studies in Education ,md Development 

のディレクターだあり， j品1ミ数:fドI/IJ;1fーナやパキスタン

などで，教'i'f関係の教授をつとめてきた人である。（柳）

h .L N. D. Anderson (cd)., Changing law in ! ； 
:ldcu仇,pingcountries, Lond 
U Ltd., 196:l, 292p. 

『インドの政治と社会』 （Politicand society in India) 

(C. H. Philip制）につ〈．「場代アジア・アフリカ研究J

School of 01匂ntaland African studiesのシリーズの

第21m日。制者は，ロンドン大学法学部長と同大学lllsti・

lute of ndvancccl legal studies の理事とをえ~ねる東洋

法の教授である。本11fに収められた14の論文は，主とし

て英辿邦内の新91日11同について，その法制皮而iの変造の

事↑，＇iを机々の論点から；e’先したものであり， 1961～62年

に阿大学で行なったii出器がもとになっている。 j此初の 4

制（J<.Robert-Wray卿の r.bH&i内における辿合主｜到の

航能J.川高官iから独立までの過渡Jgjの法機椛.I，および

「英・述JI~消！日における司法の独立J の 3 llnfと J.C.Mc・

Petric「19,1,fflミ以1；和二Nil（地＇ti'が起案した；t/1込.ti去の；品，＼J古」）

は．抗民地行，＊.ill邦｜見係者の前法，ru倒HlJとその後献者

の体験！こもとづくこの論文集の総論的・法制史的部分で

ある。「li巴；；！，：的権利J(A. Gledhill），「インドにおける；t,,

法上の抗令状」（0.Mootham），「正義．術－＇fL，良心J(J. 

D. M. Dt!rrt!tt）という革本的な諮問題について考・察が

I Iラ
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加えられている。その後.m線I主アフリ力に口：がオ l,，「ア

フリカ：m官iの法titWI”l家」（S.Littlewood），「アフリカ

にtsけるイスラムUミ」（編者・），「ナイジエリア Jf1J fl』i.:_ :ts 

ける六任論」（lミ.Y. Hedges），「アフリカにおける wーの
発民と経済成長」（A N. i¥llott）の4制がこれにあてら

れている。つぎの 3制はい・：n1,も身分訟に関ずる，論文で．

rM人の地位と法の改，＇1',:.](J. S. Ren cl），パキスタンを例

！こどった「イスラム京技法J(N. J. Couhmn), 「j訴訟tに

おけるij1悶法J(11. :McJ¥lcavy）について背広をが行なわれ

ている。 （体〉

r…じl】c11（！.且s in histc』ricalpei・司pacti1Je, C臼mhriclge,H 
‘恥f』1ss.,Belknap Press of Ha刊 nrclUniversity H 
~ Press, HJG2, '15Gp. U 

五ミ辿JMI；出！日で外出｛；i~長をしばらくつとめ， JJU1.：ハー

ゥ・y〕 J.：＇大学で，店主消火：払 i持じている報告が， 19日五，乙か

ら1961::1乙にかけて先・去した1,1の評論を・まとめたのが本1!}

である。

(1）脱史的五百点からみた経前l'IIJ後Jfili!L(2）.近・代的；l：業化

の必：＞~~~fj：に閲ナる慨念について，（3）続的発肢と社会的

安0うおよび企治家村'Hlll,（」）1881～HJl：よ11＂のイタリアのよ C

梁成長ヰ：にういて，（r,)H.o出 riolfomeu と資本の）~（始「1甘 ;,f;

,Ill, (6)1861～195Sifのロシアにおける純iii発肢のパター

ンと消HlH乱（7)1！＞世紀『Iシyの結前発民と社会JJ}.:!1！，付，

rJシア京佐rfS..＇，ぷ，包！ ιおけるリョ・リズムとユート I子ア，（8)

1878～1939i［＇.のプル； Uリアにおける」；準化について，

(9)1927～37年のソヴヱトj.［（工業，（lqソヴェト・ロシアに

おける工法成長率について， ωソヴェ卜・ロシアに｜叶ず

るかくれた結前ti'i報ーー・小説，。ヰソグェトの小説につい

て， ω『ドクトル・：？パゴJについて。~~；；広い視野と l剥

心で経済史的JI史9！のr!1で「後進fUの問j越をとらえ，ロ

シアの後遊説とソグェトi＇作命の ilil主）性有強制している。

（渡辺〉

H Allim A. Spitr. 日凶 E1lw; rd W. ＼＼・叫dn
u （じompふ Develoρme11t Adi』』inistratiou; an H 
目annotated bibliogrσ・phy, 1-Ionol川u,East W<?:-t il 
U Cc山 r,1%:3, t l(jp. E 

知，J;.日·n.n；文におい·elm先行J＼）（~， 宇防j町内な政治（1¥J・粍

昨的・社会的変助の形成， f:t..• ，；主｝北のfよι，．’
マiす．るなんら均、の）iil；で決4.：さil，る方tkぐあると1l：；民．_; 

付・・cいる。先；［fnt,I，後j隼刷も：とわ・fJJI.代主！；会のイI：統1.：の
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もののためのIJrl売ないしは先決のもつ:1（大な役；刊の1-J＞え

に，行政のJm論と~~践はより ii~実にllUcrl:I 慌に｜到1liする

ものでなければならず，そこに｜出発行政という公共行政

の一分目が~！＝.まれる必然ドI：企 tn 拙している。本・，＇｝は，

・rn,i::i1'J・；からHJ("j[J{J乙までの各It.Iの兆；i/t社会科学雑誌45誌に

民録されにli/1先行政に関する：MOの，論文の昨別である。

f''.l 特（：t.，公共行政，政治的政｜割と Jtm:i凶，社会的~i凶と

請i:u山，経済fl:J~P.:I と品1:u；乱単位と地域（地方と村部

行政）, 1111際的岐助の戎 Hに分かれ，対~i:J也域は後進［－！<Iが

大部分を，~iめている号制者も述べているとおり，近年mi

1cのための行政上の訪問J！凶は多くの社会科学者・のtl:Dを

!1；めているが，いまだにまとまった若干Fはみられず，多

くは雑誌論文として分／1立されている。 ζの点からも本；1t, 

は公共行政，経済開発IIH:岨の研究者に去って大会なf°l!'.i'I'.

を与えてくれるものである。 （浜口〉

i; P. Verlwgc•n, I，’（l1’br111isatio11 de l’A/1’ique n 
ii noire: son cad問 sescauses el scs couscquences i 
il 11conomiques, soci(J/es ct cullurellcs, Bru昔日cl日.！；
il Centre de Documentation Economique et ;1 
ll Sociulc Af巾山JC（山DESA).1962, 387p. r1 

べJレギ｝のブジフセ；L，；乙あるアフリブJ経抗社会文1fiJ；セ

ンクー（附荷tじ巳DES八） (・1, 1957(.1ミ1ζ；i並立さ；ht.ニヨ1,・J:fj

不I］能l主j・（：あるが，すでに，文献口封シリーズとして『アプ

リカの山村山！出』，『土地所有』， fff..抗j；日発』，『工応化』

などの!I",＼＼株主題文tli>:1:1録を発表し，この日銀はお9需JI

のものである。第 1 削「利関と~；（l剖J，第 2 川l 「ブラッ

ク・アフリ -JJの郁iii化J, U~ 3 iill I者！：会・経済的U31・'-1.l,

却，1m1「社会・文化的変動Jの4部に分かれているυw
1 m11-1 736タイトルをj恨め，アフリカ低1m1amH担iこかん

して，各官！iJfiliの文献合かなり刺広く掛っている。 tit2；郁

は全体的な都市化の災tiffi. と，各都市にかんする文i樹、502l~

を収め．却3-ffllは，都市化の社会的・純手f的影甥をあつ

かった文献789点， 第4；部は， 忠、江！的・道徳的な t15~＇·1l1 を

あつかった文献517点を収録。収録対象は，丙欧朗刊行

のJjt行.;-t｝，雑誌五Ja文．論文集である。

各市iの， 1 ，は， ~it官ff~［に配列しているが， j也J!ll.京引． τ符

・自叫付｜，分rn約分保引があるのでi史利である。 (ljJ村〉


